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《原　著》

SPECT併用のガリウムシンチグラフィによる
　　　　　　　　　　頭頸部腫瘍の診断

油井　信春＊　　伊藤　一郎＊

秋山　芳久＊＊　嶋田　文之＊＊＊

木下富士美＊　小圷　正木＊

　要旨　130例の悪性腫瘍を含む168例の頭頸部疾患患者に67Ga全身シンチグラフィとSPECTを併せて施

行し80％に陽性結果を得た．これは悪性リンパ腫を除外しても同じであり，従来の報告よりも高い値である．

SPECTを併用することによってplanar　imageのみでは描出不可能か確認できなかったものが陽性となり

positive　rateが上昇したと考えられた．陽性所見の得られた症例の約半数でSPECTは異常集積の存在や範

囲に関して付加する情報をもたらし，特に上咽頭，中咽頭，上顎癌の診断に有用であった．67Gaシンチグラ

フィはまた頭頸部領域を越えた病巣も描出し，転移や不明の原発巣の検索に有用であった．さらに再発の診

断にも他の検査法では得られないか，あるいは組み合わせによって有力な診断的情報をもたらした．SPECT

を併用することにより頭頸部領域の悪性腫瘍の診断にもGaシンチグラフィは有用であると考えられる．

1．はじめに

　一・般に早期に確定診断の得やすい頭頸部領域で

の67Gaによる腫瘍シンチグラフィの臨床応用は

限定されていると考えられており1）報告もすくな

い．しかし遠隔転移の診断や性状の補助診断には

他の検査では得られない特徴があり臨床の場で役

立つことが多い．特に最近はSingle　photon　emis－

sion　computed　tomography（SPECT）の技術の発

達により横断面でのRIの分布が画像として得ら

れるようになってきたため頭部や顔部での複雑な

解剖学的重なりを分離して表示することが可能に

なり深部，特に頭蓋底部の正確な情報が得られる

ようになって一層診断情報が増したためその特質

を臨床に生かすことができるものと考えられる．

われわれは頭頸部原発の悪性腫瘍，特に上顎癌，
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上咽頭癌や中咽頭癌等に従来より核医学的検査を

施行してきたが，1981年よりはSPECTを導入し

頭頸部領域の検査にも応用している．

　これにより従来には得られなかった診断的価値

が明らかになってきたとおもわれる．これまでに

経験した症例について集計し代表例を示し検討を

くわえて報告する．

II．対象および方法

　1981年7月より1983年9刀までに千葉県がんセ

ンターで頭頸部腫瘍または類似疾患の診断が得ら

れた168人の患者を対象とした．このうち悪性腫

瘍は130人である．全例において組織診断が得ら

れている．用いた装置は東芝ユニバーサルガンマ

カメラシステムGCA－70A（2検出器型）およびデー

タ処理装置GMS－80Aである．コリメータは中エ

ネルギー用平行型を用いた．方法は67Ga　citrate

を3mCi投与して3日後にまず全身のシンチグ

ラムを前後同時に5分の1縮尺でとり，その後原

発巣を含めて半身像をやはり前後同時に5分の3

縮尺で撮像して局所の状態をさらによく観察でき

るようにした．

　引き続きそのままの姿勢でSPECTを行った，
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データ収集は6度ごとのstep回転で各位置で40

秒ずつ合計20分あまりで60方向からの投影データ

を得てこれをもとにShepP＆Loganのfilterに

よるconvolution法で再構成を行った．吸収補正

Table　Ga・67　performed　cases

Involved　portion
No．　of　　　　No．　of

cases　　　　posltlve　cases

Malignant　tumors

　Nasopharynx
　Oropharynx

　Hypopharynx
　Tongue
　Oral　cavity

　Larynx
　Max．　sinus

　Facial　skin

　Saliv．　gland

　Thyroid
　Other　ca．

　Malig．　lymphoma

0
8
8
9
7
2
8
6
5
5
2
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1
　
　
1
　
　
　
　
　
　1
つ
」

8（8）

5（5）

7（4）

13（10）

5（3）

8（6）

7（5）

5（1）

5（3）

3

12（3）

27（10）

はChangの方法によりμを1．0として行ったが

定量的評価を目的としてはいないので必ずしも全

例には行っていない．1sliceの厚さは21．6　mm

である．また集積部位がわかりにくい場合には秋

山2）の方法によってXCTと重ね合せた症例もあ

る．必要に応じて矢状面や前額面の像も加えた．

得られた像はgamma　imagerによりフィルムに記

録しplanar　imageと併せて読影した．核医学およ

び患者についての情報を持つ頭頸部の専従医が協

同で判定に当たり病巣の陽性率を出した．また

SPECTを付加することの有効性も検討した．

SPECTによって付加される情報としてはplanar

imageでは描出不可能であったか疑はあっても確

認が困難であったもの，局在がより正確になった

ものである．さらに頭頸部領域を越えた遠隔転移

の描出についても検討した．

Total 130 105（58）
Ill．結　　果

Benign　diseases

Follow－up　study

く
」
？
」
　
3

2（2）

7（2）

Tota1 168 114（62）

（　）No．　of　SPECT　effective　cases

　全症例についての成績をTableに示す．　planar

imageとSPECTを併せ読むことによって悪性腫

瘍の存在が確認されている130部位のうち105部

位（80％）に陽性像が得られた．頸部転移と再発は

M．A．59　y　m　Oropharyngeal　ca．
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SPECT
Patient　was　examined　without　identification　of　primary　lesion　but　neck　node

metastasis．　Only　67Ga　SPECT　identified　primary　site　at　the　oropharynx　that

was　confirmed　later　by　biopsy．

■
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Fig．2　Skull　CT　demonstrated　invasion　of　the　tumor　to　the　posterior　and　lateral　wall

　　　of　the　left　maxillary　sinus　and　slight　destruction　of　the　anterior　wall．67Ga　SPE（T

　　　images　showed　marked　accumulation　at　the　anterior　portion　and　slight　ac－

　　　cumulation　at　the　posterior　portion．　Extirpation　of　the　tumor　was　done　after

　　　preoperative　irradiation　and　the　surgical　specimen　identified　destructive　invasion

　　　to　the　anterior　wall　and　expansive　growth　with　capsule　towards　posterior．67Ga

　　　SPECT　images　were　considered　more　reflective　in　demonstrating　the　tumor

　　　actlVlty．

その他としてまとめた．このうちSPECTが特に

有効であったものの数は（）内に示してあるが

陽性例中の約半数の58例であった．

　良性疾患5例のうち涙腺の腫瘍とCastlemanリ

ンパ腫の2例が陽性像を呈した．経過観察中の33

例では7例に陽性像が得られたがこれ等は再発の

可能性はあるものの確認は得られていない．悪性

腫瘍は顔面の皮膚および甲状腺の癌を除けばほと

んどの部位でSPECTは異状集積の確認，正確な

局在と伸展の診断に有用であった．特にSPECT

のみが異状を呈した症例が上咽頭で3，中咽頭，

舌，口腔で各1，転移と悪性リンパ腫で各2例ず

つ見られた．また上顎癌ではSPECTでのみ描出

された症例は無いが後方の伸展の程度の診断に有

用であった．悪性リンパ腫で12例，その他の悪性

腫瘍で27例が頭頸部以外の病巣も描出された．こ

のなかには頸部転移のみが明らかで原発の確認が

得られないままに検査し，原発巣と考えられる胸

部の陽性像が2例得られている．

　症例呈示

　症例1　M．A．59歳　男　中咽頭癌Anaplatic－

　ca．（Fig．1）

　右頸部リンパ節の腫脹を他院にて摘出され転移

と診断され原発不明のまま来院した，
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Fig．3　Anterior　67Ga　image　showed　abnormal　accumulations　oll　the　right　submalldibular

　　　　　　region（a）and　the　chest（b，　c，　d）．67Ga　SPECT　images　of　the　skull　identified

　　　　　　abnormality　at　the　skull　base（e）in　addition　to　the　submandibular　tumor．　A杜his

　　　　　　time，　skull　CT　did　not　show　the　lesion　of　the　skull　base．　The　lesion　was　confirmed

　　　　　　by　following　examinations．　Planar　images　also　demonstrated　marked　accumulations

　　　　　　in　the　Iung　fields　besides　the　suspected　portions　on　chest　X－ray　and　correspondent

　　　　　　to　that　taken　g　months　later，
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Fig．4　Planar　images　revealed　occult　brain　Iesion（arrow　mark）besides　the　noticed　left

　　　　neck　tumor．　SPECT　images　showed　the　brain　lesion　more　clearly．　Whole　body

　　　　images　showed　more　extended　abnormalities　at　the　thorax　than　those　observed

　　　　by　chest　X－ray（a）．　Those　findings　were　more　likely　to　correspond　with　the　findings

　　　　of　the　chest　X－ray　taken　after　3　months（b）．　Post－mortem　examination　identified

　　　　the　primary　site　at　the　thymus　and　multiple　lymph　nodes　metastases　in　the　thorax

　　　　and　the　pericardium．

b

　初診時は視診では原発がどこであるか診断出来

なかったが，Ga－SPECTで中咽頭部に異常集積を

認め再診で同部に僅かな膨隆が見られてそこより

needle　biopsyを行いanaplastic　carcinomaの診断

が得られて原発巣であることが確認された．pla－

nar　imageでは描出されなかった．

　症例2　1．1．　62歳　男　上顎癌　Epidermoid

　ca．（Fig．2）

　X線CTの像では左上顎洞全体を占める腫瘍が

見られ後方への伸展が著しいがGaのSPECT像

では前外側に著明な集積があり後方には僅かにあ

る．術前照射の後に摘出手術を行ったがその所見

Presented by Medical*Online



968 核医学　21巻8号（1984）

“
．

司

藷
　
’
噺
・
、

｝
、
、
（
パ

シ
鴫

A

・

∵舞
ぺ

嚢

轟
H．K．　58y　f
Eye　lid　ca．

Metastatic　neck　tumor

　　　　　SPECT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XCT

Fig．5　Hardly　palpable　metastatic　neck　lymph　node　was　slightly　visualized　on　XCT

　　　image（arrow　mark）．67Ga　SPCET　images　showed　obviously　abnormal　accumulation

　　　at　the　lesion　that　was　not　identified　on　the　planar　image．　Definitive　diagnosis

　　　was　obtained　by　biopsy．

では腫瘍の伸展は前方が主で後方は被膜に覆われ

Ga－SPECTの所見とよく一致した．

　症例3S．　K．44歳　男　右顎下腺癌Adenoid

　cystic　ca．（Fig．3）

　第9，10脳神経麻痺を主訴として来院した右顎

下腺癌の症例で，X線CTでは頭蓋底の異常は明

らかではなく，また，Gaのplanar　imageでもは

っきりとしないがSPECT像では右頸静脈孔の部

位に集積が見られる．また肺内にも異常集積が見

られ転移と考えられた．

　この時期には胸部X線写真でも転移の可能性が

考えられたがGaの像ほど広範囲ではなかった．

10か月後にはGaの集積が最も著しい部位に一致

した肺野に明らかな陰影がみられる．頭蓋底も後

に病変が明らかとなりGa－SPECTが早くから病

変の存在を示していたと考えられる．

　症例4K．M．63歳女頸部腫瘤原発不明
Anaplastic　ca．（Fig．4）

　左頸部腫瘤で来院，種々の検査でも原発巣が分

らずGa全身シンチグラフィを施行した．異常は

左頸部の他に上縦隔，両肺および頭部に認られた．

頭部のSPECTは一層明瞭に集積部位を示した．
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X線CTによっても脳転移であることが確認され

た．この時期僅かに拡大していた胸部X線写真の

縦隔陰影はその後明らかな拡大が見られる．半年

後に死亡し剖検で胸腺原発と胸腔内の無数のリン

パ節および心嚢への転移が確認された．

　症例5　H．K．58歳女　眼瞼癌術後頸部転移

　Epidermoid　ca．（Fig．5）

　触診困難な症例でありX線CTでの左耳前部

の異常像もこれだけでは確診できなかったが，

Ga－SPECTで同部にi著名な集積を認め転移の可能

性がきわめて強いと考えられbiopsyによって確

診が得られた．planar　imageのみでは診断は困難

であった．

IV．考　　察

　頭頸部に関してのGaの報告はあまり多くはな

くその有用性もあまり高い評価が得られていると

は言えない1）．そして1970年より1978年までの

発表をTeatesが文献的に集計したものによれば3），

頭頸部全体としては57％のtrue　positive　rateで

ある．その中では上顎癌の陽性率が86％と際立

って高い．上顎癌に関してはHigashi4）や桜井5）

もきわめて高い陽性率であることを報告している．

しかしその他の部位についてはおおむね60％以

下であり一般的には頭頸部領域で悪性リンパ腫を

除外してのpositive　rateは60％前後であると考

えられる6”’9）．われわれの従来の経験はTl－201

chlorideによるものの成績とともに報告したが上

顎癌のみが全例陽性結果を示しその他は少数例を

除けば平均して大体60％になっているlo）．

　これらの報告がrectilinear　scannerを用いたも

のによっているのが大部分で現在の改良されたガ

ンマカメラによればやや異なる成績が得られるこ

とも予想されるが頭頸部領域で上顎癌を例外とし

てGaシンチグラフィがそれ程良い成績を示さな

いのは一つには対象となる腫瘍が臨床的に比較的

発見が容易であり小さなものが多いためと考えら

れTeatesらのCoop　erative　groupによる報告で

も3cm以下の腫瘍の描出は頭部44％，頸部48％

にしか得られていない8）．他の理由は67Gaが生

969

理的に涙腺，鼻粘膜，口腔，唾液腺，骨などに現

われ，鼻腔，上咽頭，中咽頭，下咽頭，口腔など

の腫瘍への集積と重なって診断の妨げになること

があると考えられる7・9）．SPECTをGaシンチグ

ラフィに応用すると横断面において病巣と周囲の

生理的な取り込みを分離して表示することが可能

であり，contrastの高い画像が得られるので存在

診断も局在診断もより精度が高くなる11・12）．

　またXCTとSPECTの像を重ねる方法もあ
り2・11・13），それによって局在は一層正確になる．

ここに示した結果はSPECT併用で悪性リンパ腫

を除外しても80％の陽性率であり数が少ないの

で断定はできないが従来の報告よりも高い値を示

している．中には症例1のようにconventiona1法

では不明でSPECTのみ描出できたcaseもあり，

症例3のごとくplanar　imageでは疑わしい程度

のものがSPECTではっきりと描出され確認でき

たものもある．このようにSPECTが有用な情報

を付加した場合は全症例のほぼ半数に達し，特に

上，中咽頭のような深部の病巣や上顎癌の後壁の

診断にはSPECTなしでは正確に行うことは不可

能であるとも言えよう．またplanar　imageのみ

に限っても全身像が得られることは症例3，4の

ごとく頭頸部領域を越えた病巣の検出が可能な場

合があり頭頸部と言えどもGaシンチグラフィの

果たす役割は大きいのではないかと考えられる．

　Gaシンチグラフィのもうひとつの利点は手術

後の再発で本来の形態が失われ視診やXCTなど

で診断の困難な場合でも診断可能な症例がしばし

ば見られることであり症例5もそのような例とい

えよう．頭頸部腫瘍は一般的には視診や触診が容

易であり組織診断も得やすく，悪性リンパ腫と上

顎癌を除けばGaシンチのpositive　rateは必ずし

も高くはない3）．そしてこの検査が臨床に用いら

れ始めたごく初期には浸潤範囲，大きさ，形態を

推定可能であるとの報告も見られるものの5）CT

などの新しい技術が格段の進歩をとげ正確な診断

が従来にもまして可能になったこの10年間にはそ

れ程高い診断的意義を示唆する報告はみられない．

しかしSPECTを併用したわれわれの経験では他
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の方法では得られない多くの情報がもたらされ臨

床的にきわめて有用性のある検査法であると考え

られ悪性腫瘍の診断に独自の役割を果たすものと

期待される．

V．まとめ

　頭頸部領域の悪性腫瘍に67Gaシンチグラフィ

をSPECTと併せて施行し以下の結論を得た．

　1）表在部と深部が分離して表示されるため病

巣が唾液腺などの生理的集積に妨げられずに描記

されplanar　imageでは疑わしいものや不明のも

のが確認できて存在診断，局在診断がともにより

正確にできるようになった．

　2）SPECTを付加することにより悪性腫瘍に

おけるGaシンチのtrue　positive　rateは80％に

なり従来のplanar　imageのみのときより向上し
た．

　3）頭頸部領域を越えたsilent　lesionの検出に

役立つ．

　4）follow　upの手段として用いることができる．

　5）原発不明の頸部転移の原発巣探しに用いる

ことができる．

　本研究は厚生省がん研究助成金（58－42，班長田中栄

一）の事業の一部として行った．
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Summary

SPECT　Using　Galhum－67　Citrate　in　the　Evaluation　of　Head　and　Neck　Tumor

Nobuharu　Yul＊，　Ichiro　ITo＊，　Fujimi　KINosHITA＊，　Masaki　KoAKuTsu＊，

　　　　　　　　　　Yoshihisa　AKIYAMA＊＊and　Fumiyuki　SHIMADA＊＊＊

　　＊D’y’Sion　of　Nu‘・lear　Medicine，轄Dル’sion　of　Radiatio〃PhysiCS，

口＊DM∫∫o〃of　Head　a〃d　Neck　s〃rgery，　Chiba　Ca〃（・er　Ce〃’er　Hospita／

　　Spatial　distribution　of　a　radionuclide　is　well

visualized　by　single　photon　emission　computed

tomography（SPECT）and　67Ga　imaging　in　terms

of　malignant　tumor　diagnosis　is　expected　to　be

improved．　One　hundred　and　sixty－eight　patients

with　various　head　and　neck　diseases　including　130

malignant　tumor　cases　were　examined　by　whole

body　scintigraphy　in　combination　with　SPECT

using　67Ga　citrate，　and　positive　results　were　ob－

tained　in　80％of　the　malignant　lesions．　SPECT

presented　additional　informations　regarding

distribution　of　the　radionuclide　in　halfas　much　as

the　positive　cases．　Main　advantage　of　SPECT

was　considered　that　separated　image　of　the　lesion

from　the　background　was　available　in　transaxial

plane　and　in　some　cases，　only　SPECT　identified

presence　of　tumors．　Combined　use　of　whole　body

scintigraphy　with　SPECT　using　6？Ga　citrate　is

useful　fbr　detection　of　head　and　neck　tumors　and

their　distant　metastases．

　　Key　words：　67Ga　citrate，　SPECT，　Tumor　im・

aging，　Head　and　neck　tumor．
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